
提
　
言

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
０
２
０
年
３
〜
５
月
の
臨
時

休
校
期
間
中
、
全
国
の
小
・
中
学
校
の
大
半
が
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
対
応
出
来
ず
、
日
本
の
教
育
分
野 

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
顕
在
化
し
た
。 

経
団
連
は
、
２
０
２
０
年
３
月
に
公
表
し
た
提
言

「EdT
ech

を
活
用
し
たSociety 5.0

時
代
の
学
び
」

に
続
き
、
同
年
９
月
、
11
月
に
も
緊
急
提
言
を
公
表

し
て
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
を
政
府
・
与
党
に

働
き
掛
け
た
。
そ
の
結
果
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
前
倒
し
実
施
さ
れ
、
２
０
２
１
年
３
月
中
に

小
・
中
学
生
へ
の
一
人
一
台
端
末
の
整
備
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
。
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
端
末
を

含
め
たEdT

ech

の
活
用
を
通
じ
て
、
従
来
の
画
一

的
な
教
育
か
らSociety 5.0

時
代
の
新
た
な
学
び
へ

と
転
換
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

従
来
の
画
一
的
な
教
育
は
、
効
率
重
視
の
工
業
社

会
で
は
機
能
し
た
。
し
か
し
、
今
後
求
め
ら
れ
る
の

は
、
自
ら
関
心
を
広
げ
自
発
的
に
学
ぶ
、
多
様
性
を

重
視
し
た
自
律
的
な
学
び
で
あ
る
。
こ
の
学
び
の
環

境
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、EdT

ech

の
活
用
に
よ

る
学
び
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
課
題
意
識
の
も
と
、
本
提
言
で
は
、

Society 5.0

時
代
の
学
び
の
姿
と
学
び
の
Ｄ
Ｘ
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
、
幼
児
か
ら
社
会
人
ま
で
の
全

て
の
学
習
者
が
自
律
的
な
学
び
を
実
現
出
来
る
よ
う
、

各
主
体
の
役
割
と
必
要
な
環
境
整
備
等
を
提
言
し
て

い
る
。
ま
た
、
会
員
企
業
に
よ
るEdT

ech

の
先
進

的
な
取
り
組
み
事
例
も
18
件
掲
載
し
て
い
る
。

EdTech

活
用
で
自
律
的
な
学
び
を
実
現

　

提
言
で
はSociety 5.0

時
代
に
実
現
す
る
自
律
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
企
画
部
会
エ
ド
テ
ッ
ク
戦
略
検
討
会
座
長

リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
教
育
Ａ
Ｉ
研
究
所
所
長

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
准
教
授

小こみや
ま宮
山
利りえこ
恵
子

S
o
ciety 5

.0

時
代
の
学
び
Ⅱ

〜E
d
Tech

を
通
じ
た
自
律
的
な
学
び
へ

─
学
び
の
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
連
携
を

な
学
び
の
特
徴
と
し
て
、以
下
の
４
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

 

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
：
個
々
人
の
興
味
や
習
熟
度
に

応
じ
て
最
適
化
さ
れ
た
学
び

　

 

シ
ー
ム
レ
ス
：
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ど
の
環
境
で

も
繋
が
れ
る
学
び

　

 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
：
多
様
な
価
値
観
が
交
わ
り
多

様
な
選
択
肢
か
ら
選
べ
る
学
び

　

 

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
：
好
奇
心
く
す
ぐ
る
観
察
と
探

究
に
よ
り
価
値
を
協
創
す
る
学
び

　

EdT
ech

の
活
用
に
よ
り
こ
う
し
た
学
び
を
実
現

し
、
協
働
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題

発
見
・
解
決
能
力
な
ど
のSociety 5.0

で
必
要
と
さ

れ
る
能
力
や
資
質
を
育
ん
で
い
く
。
例
え
ば
、
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
授
業
で
は
、
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
つ
国
内
外
の
学
友
や
教
員
と
と
も
に
、
社
会

問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
で
、
協
働
力
や
コ
ミ
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（注１）探究型学習：学習者が自らテーマを設定し、計画的に情報収集や実験・分析を行い、解
決策や結果を発表する学習。（注２）2020年3月公表の提言の事例では、AI教材の活用により、全
学年で標準授業時間の約半分の時間で授業が終了し、余った時間に探究型学習を実施している。

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
発
見
能
力
な
ど
が
身

に
つ
い
て
い
く
。ま
た
、探
究
型
学
習
（
注
１
）の
仮
説
の
検
証

段
階
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、

身
近
な
物
を
使
っ
て
現
象
を
再
現
し
た
り
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
授

業
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
問
題
解
決
能
力
だ
け
で
な

く
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
力
や
技
術
活
用
力
な

ど
も
鍛
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
授

業
時
間
の
捻
出
も
、EdT

ech
を
活
用
す
れ
ば
可
能

で
あ
る
（
注
２
）。
一
方
で
、
全
て
の
学
び
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
オ
フ
ラ
イ
ン
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
両
方
の
良
さ
を
学
び
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重

学
習
成
果
の
把
握
と
検
証
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
は
、
学
習
指
導

要
領
な
ど
も
含
め
た
教
育
制
度
全
般
の
見
直
し
や
、

学
び
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
提
供
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
地
域
や
家
庭
に
は
、EdT

ech

活
用
環
境

の
整
備
へ
の
理
解
や
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。

学
習
デ
ー
タ
の
活
用
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

小
・
中
学
生
の
一
人
一
台
端
末
が
整
備
さ
れ
て
も

な
お
、
環
境
整
備
の
面
で
解
決
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。
ま
ず
、
学
習
デ
ー
タ
の
適
切
な
活
用
に

向
け
て
、
何
の
目
的
の
た
め
に
ど
こ
ま
で
デ
ー
タ
を

収
集
・
連
携
・
活
用
す
べ
き
か
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
議
論
を
、
社
会
全
体
で
行
う
こ
と
が
必
須

と
な
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
連
携
・
活
用
に
向
け
た
学

習
履
歴
の
規
格
や
コ
ー
ド
の
統
一
、
地
方
公
共
団
体

ご
と
に
異
な
る
個
人
情
報
保
護
法
制
上
の
課
題
の
解

決
も
求
め
ら
れ
る
。

　

学
習
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
お
い
て
、
政
府
は
学

校
・
家
庭
の
通
信
環
境
の
整
備
や
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
無
償
化
、
企
業
は
ア
プ
リ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
教
員
ま

わ
り
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
も
、
政
府
は
通
信

環
境
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
地
方
公
共
団
体
や
学
校

は
教
員
の
働
き
方
改
革
に
有
効
な
ツ
ー
ル
を
取
り
入

れ
、
制
度
・
意
識
改
革
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
経
団
連
はEdT

ech

を
通
じ
た
自
律
的
な

学
び
を
実
現
す
べ
く
、
企
業
や
学
校
関
係
者
と
連
携

し
て
、EdT

ech

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

の
形
成
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、各
企
業
の
教
育
分

野
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
発
信
に
も
努
め
、
社
会
や

企
業
の
学
び
の
環
境
を
早
急
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学
習
者
と
教
員
が
学
び
の

ア
イ
デ
ア
や
事
例
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り

の
学
習
者
に
と
っ
て
最
適
な
学
び
方
を
見
つ
け
て
い

く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

教
育
現
場
の
伴
走
者
と
し
て
の

企
業
・
産
業
界
の
役
割

EdT
ech

の
活
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、
様
々
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
協
創
が
重
要
で
あ
る
。

本
提
言
で
は
、
必
要
な
取
り
組
み
を
段
階
的
に
示
し

た
学
び
の
Ｄ
Ｘ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
も
と
、
企
業
・
産
業
界
は
教

育
現
場
の
伴
走
者
と
し
て
、
学
び
の
た
め
の
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
・
人
材

提
供
や
教
員
の
働
き

方
改
革
支
援
、
児

童
・
生
徒
と
の
直
接

交
流
、
学
び
の
変
革

を
前
提
と
し
た
企
業

の
人
材
戦
略
の
見
直

し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

教
員
や
学
校
は

児
童
・
生
徒
の
学

び
の
伴
走
者
と
し
て
、

大
学
も
含
め
た

EdT
ech

活
用
推
進

や
コ
ー
チ
ン
グ
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
社
会
と
児
童
・

生
徒
を
繋
ぐ
こ
と
、

図表２　学びのDXのロードマップ

教育制度全体をデジタル起点に大改革

デジタル導入による教員の働き方改革

教員の仕事の再定義

EdTech活用普及に向け、オンラインプラットフォームで教員間連携

さらなる先進的なEdTechの実践・事例共有先進校でEdTech先進事例づくり・共有

活用事例の全国展開
さまざまな授業でEdTech活用
個別最適化学習への理解を深める

全国でEdTech
オンライン授業導入

個別最適化された学び
グローバルに協創する

学びの実現

学校内外の学習データ連携
学習者自ら生涯管理・活用

学習データの規格化・コード統一

学習者主体のデータ管理・活用法確立
学習データ活用の原則策定

学習者の学ぶ内容に応じて
最新テクノロジーの随時導入

デジタル教科書の普及・活用

学習アプリ・コンテンツの拡大
一人一台端末・通信環境整備

2030
Step3Step2Step1

まず導入してみる 学びのデジタル化を試行錯誤 自律的な学びの深化サイクル

制度・人材・データ活用・ハードとソフト・EdTech実践と普及の方向性

図表１　Society 5.0時代の新たな学びのキーワード

パーソナライズ

ダイバーシティ

シームレス

自律的な学び

クリエーティブ
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